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B 134　織物の垠り回数乙ﾀ|si.り特性

　　　　お茶大家玖　○安東尚美　松川哲哉

　目的　渦巻式洗濯機・中ぞ灘波物が，交s.に欄り方向&変え■Z 摂られS:がら引張られる

紅祚を£デル化し，SI 3k試験機によ，て，そ<n 時の嬉ヵ, 境リカ< 摩壕などを調べ，また

充填の代りに水だけを用いて，沸地の膨潤ヤ空気中と・慕を検討した。

　方法　歪計つき引張試験機を用い，試験布き定試長に固定後フ- 10 0 の壌り回転色与え

切断まざを引咳リ，記録図上かい初期の藻力，切断滅さ, 伸が乖および初期引張り低坑

度（見かけのヤふ｡グ率）を測定した。付属・浸漬装置芭用い，水中においてぷ同雇の測定

を｡行った。またこの場合に> 系<ri塊り方向と瘍物の壊り方向との関係，ま回転きさせる回

数，試料in 晨り角度など＆検討した。試験織物は,前非まざは紡績織物の棉> ポリエ;? ラ

ル£ 用いr= c mm. 消蔵) ボ,今回はフィラメント織物のレーヨン(R) ，アセテート(A）>

ナイロン(N) , ポリェステル（E）を用いた。

　効果　初期張力は装り回転数に比例して増加する。水中で＆同M.<n 禎向を示し，I回転

当りの増加率は，ほぼ含水率に比例して空命中より各弱くなS。切断強さは減少するが，

紡績布。ように2. へ3 回で変化がA/なくならず減少酌
回転を加えると切断されてしまうが，その朗減少£厩け§ 。N , Eli 10回転まざ｀贋り回教

に比例して減少する。酵にＲは変化率が大き< , /Mはヤヤ大きい。水中ぞ＆同様|こ減ﾉﾘを

示すが，切幽-mさは, ほぼ含水率に比例して空気中よりr5'弱くなっている。廓り方向へ。

回転と並撚り方向への回転を肴リMし行，た場合, R は# が率，ヤング牽に変あが見られ

f-が, 他の癒物にはあまり変化が見られなかった。


